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 第 2 章では、労働者が社会的きずなを確保するには、自らが住む地域で、住民と結び合い、

そこから生まれる関係のなかで生きていくことが重要であると述べた。そのうえで、長野県お

よび飯田市の公民館活動の特徴に即しながら、公民館活動で、住民と生活や地域の課題を共有

し、その解決にともに取り組むことで、そのような生き方が可能になると論じた。 
 第 3 章では、飯田市の公民館について説明した。飯田市の公民館制度は地域を強く志向して

おり、住民は、地区公民館の下に設置されている専門委員会（体育委員会、広報委員会など）

と分館を拠点に、主体的に公民館活動に取り組んでいる。分館は、住民にとって最も身近な交

流の場となっている。 
 第4章では、飯田市龍江地区の公民館について説明した。龍江地区の分館活動の特徴として、

住民に、伝統芸能・文化活動やスポーツ活動を通じて、互いのつながりや地域そのものを意識

する契機を提供していることなどをあげた。 
 第5章では、龍江地区に住む3名の労働者（現新聞部員2名、区体育部長等経験者1名）へ

のインタビューをもとに、公民館活動を通じた関係の構築とその意義について論じた。新聞部

員は、製作している公民館報が70年近い歴史を積み重ねてきており、住民にとって不可欠なも

のであるからこそ、ひとつにまとまっており、また、地域での取材を通じて住民との信頼関係

を築き、地域に貢献している者として認められている。ほかの地域から移住した方は、体育部

長を務め、ほかの役員と関係を深めたことで、地域に溶け込む足がかりをつかんだ。関係の構

築の意義としては、家庭と職場を往復する生活では得られないものを得、自身の存在意義を深

められることや、公民館活動を通じて地域や住民に役立てているという実感を抱き、龍江地区

に住んでいることに積極的な意味を見出すことができることなどをあげた。 
 終章では、龍江地区の公民館活動は社会教育法にある公民館の目的を体現しており、公民館

の役割として、住民の結節点となり、住民に安心感や自己肯定感をもたらすことを示した。ま

た、地域での活動に携わらない住民の存在に触れ、実践と研究の双方で、住民が一丸となって

地域での暮らしの基盤をつくることを可能にする取り組みが必要だと指摘した。 
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平成 27（2015）年度 生涯学習・社会教育学関連担当授業 

 

【人間学群教育学類開講】 

生涯学習論演習Ⅰ     （春学期ＡＢ／手打 明敏）     

生涯学習論演習Ⅱ     （春学期ＡＢ／上田 孝典）  

社会教育論        （春学期Ｃ／上田 孝典）   

生涯学習論        （春学期ＡＢ／手打 明敏） 

社会教育課題研究     （集中／手打 明敏・上田孝典） 

社会教育計画論Ⅰ・Ⅱ   （集中／手打 明敏・上田 孝典） 

現代社会と社会教育    （集中／関 直規） 

生涯学習実践分析     （集中／金 侖貞） 

 

 

【教育研究科 スクールリーダーシップ開発専攻 開講】 

生涯学習論        （春学期ＡＢ／上田 孝典） 

地域教育支援論      （集中／手打 明敏） 

 

 

【人間総合科学研究科 博士前期課程 教育学専攻 開講】 

生涯学習・社会教育学特講 （通年／上田 孝典） 

生涯学習・社会教育学演習 （通年／手打 明敏） 

 

 

【人間総合科学研究科 博士後期課程 教育基礎学専攻 開講】 

生涯学習・社会教育学研究法Ⅱ（通年／手打 明敏） 
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平成 27（2015）年度「地域と教育」研究会活動記録 

 
地域と教育研究会 

回数 日時 内容 
第一回 4 月 23 日 オリエンテーションを行う 
第二回 5 月 14 日 宮原 誠一『社会教育入門』を読み、討論する 
第三回 6 月 18 日 卒論生、修論生の構想発表会の練習を行う 

橋田 慈子「障害児者の親における『地域福祉』主体の形成プロセス

に関する研究—知的障害児者の『親の会』参加者のライフヒストリー

研究を通して−」 
伊藤 昴大「日本の伝統的な食文化の伝承に関する研究—昆虫食を事

例として−」 
藤田 悠佑「まちづくりにおける社会教育行政の役割に関する研究」 
横江 裕二「地域社会を支える産業で働くことの意味」 

第四回 7 月 16 日 宮原誠一『社会教育入門』の続きを読み、討論する 
第五回 10 月 22 日 博士前期課程 1 年生の研究関心の発表・議論の場をつくる 

小宅 優美「地域づくりにおける『学び』に関する研究」 
久保園 梓「リフレクションと社会参加活動—リフレクション支援に

着目して−」 
丁 甜甜「日本の農山村地域における農村女性の自立と意識変容に関

する研究」 
第六回 11 月 19 日 学類 3 年生の研究関心の発表・議論を行う 
第七回 1 月 14 日 卒論生の審査会の発表練習を行う 

伊藤 昴大「現代社会における昆虫食普及に果たす教育の役割」 
藤田 悠佑「社会教育とまちづくりをめぐる行政の役割に関する考察

—守谷市・つくばみらい市を事例に−」 
横江 裕二「労働者にとっての地域社会における関係の構築のもつ現

代的意義−長野県飯田市の公民館活動を事例として−」  
 
 

 

 

 

 




